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［背景・ねらい］ 

 国産小麦の品質を遺伝的に改良するためには、加工適性の優れる輸入小麦銘柄の品質関

連の遺伝子型を解析し、用途に適した遺伝子型構成を明らかにすることが有効である。輸

入小麦銘柄の品質関連遺伝子と品質特性を解析し、遺伝子型頻度と加工適性との関連につ

いて明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．2009 年、2011 年、2012 年流通の輸入小麦６銘柄（パン・中華麺用：1CW、DNS、
HRW、 中華麺用：APH、日本麺用：ASW、菓子用：WW）の種子について、生地物性

に関わるグルテニン・サブユニット（Glu-1, Glu-3）、製粉性や損傷デンプン量に関わ

る種子の硬軟質性（Pina-D1、Pinb-D1）、デンプンの糊化特性に関わるアミロース合成

酵素の遺伝子型（Wx-1）の組成を明らかにすることができる（遺伝子型の効果は図 3 を

参照）。 

２．Glu-1、Glu-3 遺伝子型では、1CW、DNS、HRW の大多数は生地を強める遺伝子型

Glu-D1d で占められている。1CW は生地を弱める遺伝子型 Glu-A3e と Glu-A3f の割合が

高い。HRW は Glu-D1d とともに、生地を強める遺伝子型 Glu-B3b や Glu-B3g を持つ超

強力型の遺伝子型構成である。一方、WW では生地を弱める遺伝子型 Glu-A1c、Glu-
B1an が高い（図 1）。生地の強さを示す 24 時間後の SDS 沈降価はタンパク質含有率と

遺伝子型に対応して DNS で最も高く、WW で最も低い（表１）。 

３．Pin 遺伝子型では、1CW と DNS は硬質の中でも種子がより硬くなる遺伝子型 Pina-
D1b/ Pinb-D1a（Pina 欠失型）の割合が半数程度を占めている（図２）。種子硬度は、

遺伝子型に対応し 1CW と DNS で高く、大半が軟質の遺伝子型の WW で最も低い（表

１）。 

４．Wx-1 遺伝子型では、ASW の大部分はアミロース含量がやや低くなり糊化デンプンの

粘性が高まる遺伝子型 Wx-B1b（欠失型）を持つ。この遺伝子型は DNS や APH でも

2012 年で 4 割程度を占める（図２）。糊化デンプンの粘度に対応づけられる RVA のブ

レークダウンは ASW で遺伝子型に対応して高い傾向である（表１）。 

５．豪州産 ASW と APH の遺伝子型で年次間差異が大きく、ASW では Wx-B1b の割合が

2009 年に 100%だったが、国内の干ばつによる不作で生産量が足りず ASW の品質が著

しく低下した 2011 年に 68%に減少、2012 年に 93%まで回復した。この頻度の変化に対

応して、RVA のブレークダウンも 2011 年で低下していた。 

６．品質関連遺伝子型の効果とそれらの頻度をもとに、輸入銘柄の品質特性を模式的に分

類できる（図３）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．この方法により銘柄間、年次間の遺伝子型頻度の違いを明らかにすることができる。 

２．国産小麦の品種についても、品質関連遺伝子型組成の改良により高品質な国産小麦の

育成に利用できる。 

３．年次間差異に加え、同年同銘柄のロット間差異についても留意する必要がある。 



 

 

［具体的データ］ 
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図１ 高分子量グルテニン・サブユニット遺伝子型（Glu-A1、Glu-B1、Glu-D1）と低分子量グルテニン・サブユニット遺

伝子型（Glu-A3、Glu-B3）の頻度(2012 年産)。 

図２ 種子の硬軟質性に関する遺伝子型（Pina-D1、Pinb-D1）

とアミロース合成酵素遺伝子型（Wx-B1）の頻度(2012 年産)。 

図３ A:グルテニン・サブユニット遺伝子型の組合せに基づく、輸入銘柄のグルテンの質の分類。B:硬軟質遺伝子型

とアミロース合成酵素遺伝子型組合せに基づく、輸入銘柄の製粉時の損傷デンプン量とデンプン粘度特性の分類

（2012 年産）。 
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